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(57)【要約】
【課題】包装した商品の抜き取り等の改竄を防止し、開
封されてもその痕跡が残る機能を備えた包装箱を提供す
る。
【解決手段】周壁８から延びる内フラップ４と外フラッ
プ５とを重ね、これらを接着剤を塗布した接着部７で貼
り合わせて封緘する包装箱において、前記周壁８に、内
フラップ４への切込により突起６を設け、この突起６が
接着部７に近接して内フラップ４と外フラップ５の隙間
を覆うようにし、接着部７の付近では、内フラップ４と
外フラップ５との間にカッターナイフの刃が入らず、突
起６を切り取ったり、潰したりしなければ開封できない
ようにする。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周壁から延びる内フラップと外フラップとを重ね、これらを接着剤を塗布した接着部で
貼り合わせて封緘する包装箱において、前記周壁に、内フラップへの切込により突起を設
け、この突起が接着部に近接して内フラップと外フラップの隙間を覆うようにしたことを
特徴とする改竄防止機能付き包装箱。
【請求項２】
　前記内フラップと外フラップが周壁の直角をなす辺から延出され、周壁の突起が外フラ
ップの側縁に沿うことを特徴とする請求項１に記載の改竄防止機能付き包装箱。
【請求項３】
　前記内フラップと外フラップが周壁の対向する辺から延出され、周壁の突起が外フラッ
プの先端縁に沿うことを特徴とする請求項１に記載の改竄防止機能付き包装箱。
【請求項４】
　前記突起の位置を、周壁の上下で交互にずらし、積上時に突起同士が噛み合うようにし
たことを特徴とする請求項１に記載の改竄防止機能付き包装箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、開封の痕跡を残すことにより、包装した商品の抜き取り等の改竄を防止す
る機能を備えた包装箱に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、各種商品の配送に使用する包装箱として、図１３に示すように、側板５１と端
板５２とを連設して周壁５０を形成し、端板５２から延びる内フラップ５３に、側板５１
から延びる外フラップ５４を重ね、これらをホットメルト等の接着剤を塗布した接着部５
５で貼り合わせて封緘するものが使用されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記のような包装箱では、流通過程で内フラップ５３と外フラップ５４
との間にカッターナイフの刃を差し入れ、接着部５５を切り離して開封し、商品を抜き取
った後、再度封緘する改竄が行なわれても、発見が難しいという問題がある。
【０００４】
　そこで、この発明は、包装した商品の抜き取り等の改竄を防止し、開封されてもその痕
跡が残る機能を備えた包装箱を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するため、この発明は、周壁から延びる内フラップと外フラップとを重
ね、これらを接着剤を塗布した接着部で貼り合わせて封緘する包装箱において、前記周壁
に、内フラップへの切込により突起を設け、この突起が接着部に近接して内フラップと外
フラップの隙間を覆うようにし、接着部の付近では、内フラップと外フラップの間にカッ
ターナイフの刃が入らず、突起を切り取ったり、潰したりしなければ開封できないように
したのである。
【０００６】
　ここで、前記内フラップと外フラップが周壁の直角をなす辺から延出されている場合、
周壁の突起が外フラップの側縁に沿うようにし、内フラップと外フラップが周壁の対向す
る辺から延出されている場合、周壁の突起が外フラップの先端縁に沿うようにする。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明に係る包装箱では、内フラップと外フラップの間にカッターナイフの刃を差し
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入れ、接着部を切り離して開封しようとした場合、突起が障害となって、接着部を切り離
すことができず、突起を切り取ったり、潰したりしなければ開封できないので、流通過程
での商品の抜き取り等の改竄を防止でき、仮に開封されても、その痕跡が残るので、改竄
の事実を容易に発見することができる。
【０００８】
　また、前記突起の位置を、周壁の上下で交互にずらすことにより、輸送や保管に際し、
複数の包装箱を積み上げた時、突起同士が噛み合うようにして、積ずれによる荷崩れを防
止することもできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　まず、この発明の第１実施形態を図１乃至図５に基づいて説明する。
【００１０】
　この包装箱は、各種商品の輸送に使用される段ボール製のものであり、図１に示すブラ
ンクから形成される。このブランクでは、各一対の側板１及び端板２が交互に連設され、
一方の側板１の外側に継代片３が連設されている。端板２及び側板１の上下端には内フラ
ップ４及び外フラップ５がそれぞれ連設されている。
【００１１】
　上方の外フラップ５には、両端部にジッパ型切目を有する正規開封用の切目線５ａが設
けられ、先端中間部に開封時の撓みを許容する一対の切目５ｂが入れられている。上方の
内フラップ４には、先端中間部に、一対の切込に挟まれた差込片４ａが設けられ、その先
端及び基端側に再封緘時の撓みを許容する切目４ｂが入れられている。
【００１２】
　端板２の上端部には、上方の内フラップ４への切込により、端板２の下端部には、下方
の内フラップ４への切込により、それぞれ２個及び３個の突起６が設けられ、これらの突
起６の位置は、端板２の上下で交互にずらされている。
【００１３】
　このブランクを組み立てて商品を包装するには、図２に示すように、各一対の側板１及
び端板２を角筒状に折り曲げ、継代片３を反対側の端板２の内面に貼り付けて周壁８を形
成し、下方の内フラップ４及び外フラップ５を順次内側へ折り曲げて貼り合わせることに
より、底面を閉止する。
【００１４】
　次に、箱内に商品を収納し、上方の内フラップ４及び外フラップ５を順次内側へ折り曲
げて重ね、この内フラップ４と外フラップ５とを、切目線５ａの外側のホットメルト接着
剤を塗布した接着部７で貼り合わせる。
【００１５】
　このようにブランクを組み立てて封緘すると、内フラップ４の折り曲げに伴い、突起６
が内フラップ４から起立し、接着剤の接着部７に近接して、外フラップ５の側縁に沿い、
内フラップ４と外フラップ５の隙間が突起６で覆われる。
【００１６】
　そして、この包装箱を正規に開封する際には、包装箱の天面において、外フラップ５の
切目５ｂの間の部分を押して撓ませ、外フラップ５の先端間に生じた隙間に指を入れ、図
３に示すように、外フラップ５を引き起こして、切目線５ａを切断し、この外フラップ５
の切目線５ａより外側の部分が内フラップ４に貼り付いた状態で、内フラップ４を引き起
こして、天面を開口させる。
【００１７】
　また、このように開封した包装箱を再封緘する際には、図４に示すように、外フラップ
５及び内フラップ４を順次閉じて重ね、内フラップ４を切目４ｂに沿って撓ませつつ、差
込片４ａを外フラップ５の切目線５ａに臨む端部の下方へ押し込むと、内フラップ４及び
外フラップ５の反発が抑制され、包装箱の再封緘状態が維持される。
【００１８】
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　一方、図２に示す封緘状態において、流通過程で商品を抜き取ろうとした者が、図５に
示すように、切目線５ａを切断することなく、内フラップ４と外フラップ５との間にカッ
ターナイフＣの刃を差し入れ、接着部７を切り離して開封しようとした場合には、突起６
が障害となって、接着部７を切り離すことができず、突起６を切り取ったり、潰したりし
なければ開封できない。このため、流通過程での商品の抜き取り等の改竄を防止でき、仮
に開封されても、その痕跡が残るので、改竄の事実を容易に発見することができる。
【００１９】
　次に、この発明の第２実施形態を図６乃至図１０に基づいて説明する。
【００２０】
　この包装箱もまた、各種商品の輸送に使用される段ボール製のものであり、図６に示す
ブランクから形成される。このブランクにおいて、外フラップ５には、切目線５ａの中間
部分に差入切込５ｃ及び抜止片５ｄが設けられ、内フラップ４には、両側の傾斜縁に差込
片４ａが設けられている。差込片４ａは、先端側から基端側へテーパー状に幅が大きくな
り、その基端部には、切込により段差が形成されている。
【００２１】
　このようなブランクを、図７に示すように、組み立てた状態で商品を収納して封緘し、
図８に示すように、包装箱の天面において、外フラップ５の切目線５ａを切断して正規に
開封すると、外フラップ５の切目線５ａより外側の部分が内フラップ４に貼り付いた状態
で、外フラップ５及び内フラップ４を開くことができる。
【００２２】
　また、このように開封した包装箱を再封緘する際には、図９に示すように、外フラップ
５及び内フラップ４を順次閉じて重ね、内フラップ４の両側の差込片４ａを下方へ折り曲
げて、差入切込５ｃに差し入れると、差込片４ａの基端部の段差が抜止片５ｄに係合し、
差入切込５ｃから差込片４ａが抜け止めされて、包装箱の再封緘状態が維持される。
【００２３】
　そして、この包装箱においても、図７に示す封緘状態において、流通過程で商品を抜き
取ろうとした者が、図１０に示すように、切目線５ａを切断することなく、カッターナイ
フＣにより接着部７を切り離して開封しようとした場合、突起６が障害となって、接着部
７を切り離すことができず、突起６を切り取ったり、潰したりしなければ開封できないの
で、商品の抜き取り等の改竄を防止でき、仮に開封されても、改竄の事実を容易に発見す
ることができる。
【００２４】
　また、上記第１及び第２実施形態の包装箱は、図１１に示すように、封緘状態で積み上
げると、上下の包装箱の突起６同士が噛み合うので、積ずれによる荷崩れを防止すること
ができる。
【００２５】
　次に、この発明の第３実施形態を図１２に基づいて説明する。
【００２６】
　この包装箱は、菓子等の包装に使用される板紙製のものであり、対向する一方の側板１
に内フラップ４が、他方の側板１に外フラップ５が連設され、一対の端板２に折曲片２ａ
が連設されている。上方の外フラップ５には、２本の切目線５ａに挟まれた引裂帯５ｅが
幅方向に設けられている。一方の側板１の上下端部には、内フラップ４への切込により突
起６が設けられている。
【００２７】
　この包装箱の封緘に際しては、折曲片２ａを内側へ折り曲げた後、対向する内フラップ
４及び外フラップ５を順次折り曲げて重ね、底面を閉止し、天面側では、外フラップ５の
引裂帯５ｅより先端側において、ホットメルト接着剤を線状に塗布した接着部７で内フラ
ップ４と外フラップ５とを貼り合わせる。この状態で、突起６は、内フラップ４から起立
し、接着剤の接着部７に近接して、外フラップ５の先端縁に沿い、内フラップ４と外フラ
ップ５の隙間が突起６で覆われる。
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【００２８】
　このように封緘した包装箱を正規に開封する際には、引裂帯５ｅを引き裂いて外フラッ
プ５を切断し、外フラップ５の引裂帯５ｅより先端側の部分が内フラップ４に貼り付いた
状態で、外フラップ５の引裂帯５ｅより基端側の部分及び内フラップ４を開き、折曲片２
ａを開いて、天面を開口させる。
【００２９】
　また、再封緘する際には、外フラップ５及び内フラップ４を順次閉じて重ね、内フラッ
プ４の先端の差込片４ａを、外フラップ５の差入切込５ｃに差し入れると、包装箱の再封
緘状態が維持される。
【００３０】
　そして、この包装箱においても、封緘状態において、流通過程で商品を抜き取ったり、
異物混入等のいたずらをしようとした者が、引裂帯５ｅを引き裂くことなく、カッターナ
イフにより接着部７を切り離して開封しようとした場合、突起６が障害となって、接着部
７を切り離すことができず、突起６を切り取ったり、潰したりしなければ開封できないの
で、商品の抜き取り等の改竄を防止でき、仮に開封されても、改竄の事実を容易に発見す
ることができる。
【００３１】
　なお、上記各実施形態では、周壁が四角筒状の包装箱を例示したが、周壁のコーナー部
分に面取状の傾斜部を設けた包装箱においても、同様の構成を適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】第１実施形態に係る段ボール製包装箱のブランクを示す図
【図２】同上の封緘状態を示す斜視図
【図３】同上の正規開封状態を示す斜視図
【図４】同上の再封緘状態を示す部分斜視図
【図５】同上の不正開封の過程を示す部分斜視図
【図６】第２実施形態に係る段ボール製包装箱のブランクを示す図
【図７】同上の封緘状態を示す斜視図
【図８】同上の正規開封状態を示す斜視図
【図９】同上の再封緘状態を示す部分斜視図
【図１０】同上の不正開封の過程を示す部分斜視図
【図１１】第１及び第２実施形態に係る包装箱の積上状態を示す側面図
【図１２】第３実施形態に係る板紙製包装箱の封緘状態を示す斜視図
【図１３】従来の包装箱の不正開封の過程を示す部分斜視図
【符号の説明】
【００３３】
１　側板
２　端板
３　継代片
４　内フラップ
４ａ　差込片
４ｂ　切目
５　外フラップ
５ａ　切目線
５ｂ　切目
５ｃ　差入切込
５ｄ　抜止片
５ｅ　引裂帯
６　突起
７　接着部
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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